
　

経
団
連
が
２
０
２
０
年
11
月
に
公
表
し
た
「
。新

成
長
戦
略
」
で
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主

義
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
重

要
課
題
の
１
つ
に
「
グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
」
を
位

置
付
け
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
６
月
の
経
団
連
総
会
で
は
、
十
倉
会

長
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
推
進
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｘ

と
は
、
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
経
済

成
長
に
つ
な
げ
、
経
済
社
会
全
体
を
根
底
か
ら
変
革

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
経
団
連
は
、
将
来

世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
地
球
環
境
の
持
続
可
能
性
確

保
に
向
け
て
、
気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
生
物
多
様
性
の
各
分
野
に

お
い
て
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
本
稿
で

は
、
こ
れ
ら
の
経
団
連
の
取
り
組
み
と
、
２
０
２
２

年
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

　

気
候
変
動
問
題
に
関
し
て
、
我
が
国
が
掲
げ
る

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」「
２
０
３

０
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
」
と
い
う
極
め
て

野
心
的
な
目
標
の
実
現
に
は
、
官
民
の
総
力
を
挙
げ

た
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
う
し
た
認
識
の

も
と
、
経
団
連
は
２
０
２
１
年
６
月
に
「
グ
リ
ー
ン

成
長
の
実
現
に
向
け
た
緊
急
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
、

政
府
に
対
し
、
グ
リ
ー
ン
成
長
へ
の
明
確
な
道
筋
を

示
す
と
と
も
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
く
実
効
あ
る

政
策
の
策
定
を
働
き
掛
け
た
。

　

ま
た
、
気
候
変
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
あ
り
、

日
本
の
み
な
ら
ず
、
途
上
国
・
新
興
国
を
含
む
全
て

の
国
に
よ
る
真
摯
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
経
団
連
の
環
境
安
全
委
員
会
で
は
、
同
年
10

月
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回

締
約
国
会
議
）に
向
け
た
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
世

界
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

て
最
大
限
の
成
果
を
追
求
す
る
よ
う
、
日
本
政
府
に

対
し
て
要
望
し
た
。

　

経
団
連
自
ら
も
気
候
変
動
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
環
境
自
主
行
動
計

画
」「
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
」
と
い
っ
た
主
体
的

取
り
組
み
を
、
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
切
れ
目
な
く

推
進
し
、
国
内
事
業
活
動
に
お
け
る
排
出
削
減
は
も

と
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通

じ
た
削
減
に
も
真
摯
に
取
り
組
み
、
着
実
な
成
果
を

挙
げ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
す
る
世
界
の
関
心
と
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
団
連
は
、
そ
の
実
現
を

今
後
目
指
す
べ
き
最
も
重
要
な
ゴ
ー
ル
と
新
た
に
位

置
付
け
、「
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
」
を
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」
へ
と
改
め
、
２
０
２

１
年
11
月
に
公
表
し
た（
図
表
１
）。

　

２
０
２
２
年
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
社
会
の
絵
姿
を
描

き
つ
つ
、
主
体
的
取
り
組
み
を
一
層
強
力
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
必
要
と
な
る
政
策
・
対
策
等
に
つ
い

て
、
政
府
へ
の
働
き
掛
け
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

副
会
長
／
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長

杉すぎも
り森 

務つとむ

グ
リ
ー
ン・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）に

向
け
た
経
団
連
の
取
り
組
み
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要
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

生
物
多
様
性
を
巡
る
新
た
な
課
題
へ
の
対
応

　

生
物
多
様
性
を
巡
っ
て
は
、
現
在
、
愛
知
目
標
の

後
継
と
な
る
新
た
な
国
際
目
標
「
ポ
ス
ト
２
０
２
０

生
物
多
様
性
枠
組
」
の
採
択
に
向
け
た
国
際
交
渉
が

行
わ
れ
て
お
り
、
２
０
２
２
年
５
月
に
採
択
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
６
月
に
は
情

報
開
示
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
検
討
す
る
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ

（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）が
発

足
し
て
お
り
、
企
業
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
取
り

組
み
に
関
す
る
内
外
の
関
心
は
、
今
後
一
層
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
経
団
連
と
し
て
も
、
経
団
連

自
然
保
護
協
議
会
と
連
携
し
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

動
き
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
日
本
企
業
の
生
物
多

様
性
保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
内
外
に
発
信
し
て

い
き
た
い（
詳
細
は
本
誌
30
ペ
ー
ジ（
生
物
体
多
様
性

保
全
へ
の
取
り
組
み
）参
照
）。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進

　

人
口
１
０
０
億
人
の
世
界
に
向
け
資
源
制
約
の
高

ま
り
が
予
想
さ
れ
る
中
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
へ
の
移
行
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
経
団
連
は

２
０
２
１
年
３
月
、
環
境
省
・
経
済
産
業
省
と
と
も

に
、
官
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
「
循

環
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
略
称
：
Ｊ
４
Ｃ
Ｅ 

ジ

ェ
イ
フ
ォ
ー
ス
）」
を
設
立
し
た
。
既
に
日
本
企
業

に
よ
る
１
３
０
件
以
上
の
取
り
組
み
事
例
を
掲
載
し

た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
ほ
か
、
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
に
向
け
た
官
民
対
話
を
開
始

し
て
い
る（
詳
細
は
本
誌
31
ペ
ー
ジ（
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
取
り
組
み
）参
照
）。

月
に
提
言
「Society 5.0 w

ith Carbon N
eutral

実
現
に
向
け
た
電
力
政
策
」
を
取
り
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
政
府
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
に
積

極
的
に
参
画
し
、
経
済
界
意
見
の
反
映
に
努
め
た
。

特
に
、
Ｄ
Ｘ
等
の
進
展
に
よ
り
重
要
性
が
増
し
て
い

る
電
力
に
つ
い
て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
追
求
す
る
こ

と
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
の
重
要
性
等
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電

源
化
、
原
子
力
の
継
続
的
活
用
、
送
配
電
網
の
次
世

代
化
、
電
力
投
資
環
境
の
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な

方
策
を
提
言
し
た
。

　

２
０
２
１
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
同
計
画
で

示
さ
れ
た
基
本
方
針
に
は
、
こ
う
し
た
経
団
連
の
主

張
が
相
当
程
度
反
映
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
が
、

Ｓ
＋
３
Ｅ
の
実
現
に
向
け
た 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進

　

Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

の
大
宗
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
抜
本
的
対

策
が
欠
か
せ
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
民
生
活
と
事

業
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
Ｓ
＋
３
Ｅ（
安
全
性
を
大

前
提
と
す
る
安
定
供
給
、
経
済
効
率
性
、
環
境
適
合

性
）の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
要
諦
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
う
え
で
、

徹
底
し
た
省
エ
ネ
は
も
と
よ
り
、
電
源
の
脱
炭
素
化
と

電
化
、
水
素
の
安
価
・
大
量
供
給
と
熱
需
要
等
の
水

素
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る（
図
表
２
）。

　
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、経
団
連
は
第
６
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
検
討
に
際
し
て
、
２
０
２
１
年
３

（
注
）�Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
２
０
２
０
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

併
せ
て
提
示
さ
れ
た
２
０

３
０
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
は
極
め
て
野
心
的

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
克
服
す
べ
き

課
題
は
山
積
み
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
は
、
同
計

画
で
示
さ
れ
た
施
策
の
詳

細
設
計
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
の
具
体
化
に
向
け

た
検
討
が
本
格
化
す
る
。

気
候
変
動
対
策
の
動
向
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
状
況

等
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き

続
き
、
政
府
審
議
会
へ
の

参
画
等
を
通
じ
て
、
Ｓ
＋

３
Ｅ
実
現
の
観
点
か
ら
必

2050年カーボンニュートラルに向けたビジョン

国内事業活動からの排出抑制
2030年度目標の設定

第１の柱

主体間連携の強化
（低炭素・省エネ製品やサービス等による貢献）

第２の柱

国際貢献の推進
（途上国を含む地球規模での製品・技術の展開・支援等）

第３の柱

2050年カーボンニュートラルに向けた革新的技術の開発
（含、トランジション技術）

第４の柱

地球規模での大幅な温室効果ガス削減へ

図表１　カーボンニュートラル行動計画の概要

エネルギー政策の基本＝S+3E 世界のエネルギー・電力システムが向かう方向性＝3D

Energy security

安
定
供
給

高
品
質
な
電
力

の
安
定
供
給

Economy

経
済
効
率
性

国
際
的
に
遜
色
な
い

電
気
料
金
水
準

Environment

環
境
適
合
性

化
石
燃
料
依
存

か
ら
の
脱
却

安全性
社会に求められる水準の
安全性確保（大前提）

Safety

脱炭素化
Decarbonization

パリ協定

分散化
Decentralization

分散型エネルギー
技術の発展

デジタル化
Digitalization

AI・IoT等の
技術発展

S＋３Eの高度化、３DへS＋３Eの確保

図表２　電力システムが目指すべき方向性
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